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業績予想の修正に関するお知らせ

  2021年５月14日に公表いたしました2022年３月期第２四半期連結累計期間及び2022年３月期通期連結業績予想

数値を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．2022年３月期第２四半期連結累計期間予想数値の修正（2021年４月１日～2021年９月30日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

 前回発表予想 （Ａ)
（2021年５月14日発表）

 今回修正予想 （Ｂ)

 増減額 （Ｂ－Ａ)

 増減率 （％）

（ご参考）前期第２四半期実績
（2021年３月期第２四半期）※１

２．2022年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

 前回発表予想 （Ａ)
（2021年５月14日発表）

 今回修正予想 （Ｂ)

 増減額 （Ｂ－Ａ)

 増減率 （％）

（ご参考）前期実績
（2021年３月期）※１

３．修正の理由

　　新型コロナウイルス変異株による感染の再拡大など先行き不透明な状況ではあるものの、住宅市場におきま

　しては、コロナ禍における新しい生活様式の浸透に伴うリフォームニーズの拡大により、リフォーム需要は前

　年を上回る水準にて推移しております。

　　このような事業環境の下、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績動向は、特にリフォーム

　における売上高が想定以上に伸びており、また、経費につきましても働き方改革による削減の効果を上げてい

　ることから、売上高および各利益は当初予想を上回る見通しとなりました。

　　通期の連結業績予想につきましても、直近の事業環境および第２四半期連結累計期間の業績動向を踏まえ、

　当初予想を上回る見通しとなりましたので、上方修正いたします。

※１ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を当連結会計年度の期首から適用しており、
前期第２四半期実績（2021年３月期第２四半期）および前期実績（2021年３月期）に係る各数値につい
ては、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

※２ 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。

以 上

191,229 10,961 11,392 7,588 103.76 

8,000 2,400 2,400 1,600 － 

4.1 20.7 20.0 20.5 － 

194,300 11,600 12,000 7,800 106.65 

202,300 14,000 14,400 9,400 128.52 

89,911 3,605 3,854 2,513 34.37 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

8,000 2,400 2,400 1,600 － 

8.7 52.2 50.0 51.6 － 

92,000 4,600 4,800 3,100 42.39 

100,000 7,000 7,200 4,700 64.26 

2021年９月28日

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益

１株当たり
四半期純利益


